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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係
る
政
府
が
作
成
し
た
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ま
で
各
種
の
広
報
を
実
施
し
て
い
る
が
、
お
尋

ね
の
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係
る
政
府
の
広
報
に
要
し
た
費
用
は
、
他
の
広
報
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
た
め
算
出

が
困
難
で
あ
る
も
の
を
除
き
、
約
五
億
千
百
四
十
六
万
円
で
あ
る
。

二
、
八
及
び
九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
テ
レ
ビ
上
で
放
送
し
た
国
民
へ
の
呼
び
掛
け
ス
ポ
ッ
ト
放
送
（
以
下
「
ス
ポ
ッ
ト
放
送
」
と
い
う
。
）
の
費
用

は
、
約
二
億
八
千
七
百
八
十
三
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
計
上
し
て
い
る
（
項
）
政
府
広
報
費
（

目
）
啓
発
広
報
費
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ッ
ト
放
送
の
放
送
実
施
局
の
選
定
及
び
放
送
料
の
支
払

に
つ
い
て
は
、
そ
の
契
約
先
で
あ
る
株
式
会
社
電
通
が
一
括
し
て
行
っ
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係
る
政
府
の
広
報
の
う
ち
、
ス
ポ
ッ
ト
放
送
以
外
で
、
国
民
に
冷
静
な
対
応
を
呼
び
掛

一



け
た
広
報
媒
体
は
、
首
相
官
邸
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
麻
生
内
閣
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
政
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
、
新

聞
記
事
下
広
告
及
び
政
府
広
報
誌
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
媒
体
を
使
用
し
た
政
府
の
広
報
に
要
し
た
費
用
は
、
他
の
広

報
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
た
め
算
出
が
困
難
で
あ
る
も
の
を
除
き
、
約
二
億
千
九
百
九
十
四
万
円
で
あ
る
。

五
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
広
報
を
作
成
す
る
上
で
民
間
企
業
と
契
約
を
行
っ
て
い
る
広
報
媒
体
及
び
そ
の
契
約
は
、
ス
ポ
ッ
ト
放
送
に
つ

い
て
は
株
式
会
社
電
通
、
政
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
株
式
会
社
日
テ
レ
ア
ッ
ク
ス
オ
ン
、
新
聞
記
事
下
広

告
に
つ
い
て
は
株
式
会
社
オ
リ
コ
ム
、
政
府
広
報
誌
に
つ
い
て
は
社
団
法
人
日
本
広
報
協
会
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
契
約
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
係
る
一
般
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
有
限
会
社
リ
ク
ウ
で
あ
り
、
契
約
額
が
少
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
随

意
契
約
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

十
か
ら
十
二
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
ス
ポ
ッ
ト
放
送
は
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
国
家
の
危
機
管
理
上
重
大
な
課
題
と
の
認
識
の
下
、
国

民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
長
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
直
接
国
民
に
メ
ッ
セ
ー

二



ジ
を
発
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
冷
静
な
対
応
を
呼
び
掛
け
た
も
の
で
あ
る
。

三


